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北　周士

東京弁護士会

きた法律事務所

事務所の構成

取扱案件（作業量に基づく）
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なった自分の性格からして、共同経営してもそのうち分裂するだろうと思い、

の内容・種類、内装、設備等を自由に決定することができ、事務所内での時

間の使い方等も自由にできるのが良い点です。

るを得ません。資金面と仕事の方針で煮詰まったときに大変なので、少なく

とも開業当初は共同経営をお勧めします。都心で開業する場合は特に。

勤務弁護士・ノキ弁時代の貯蓄から支出しました。

内訳は、

です。

固定費削減のためリースは使用せず全て買い上げました。

内装に関しては中古品を効率よく使い、もう少し低額に抑えるべきでした。

なまじ貯蓄があったからこそ、必要以上に使用してしまったと反省していま

す。小さく始めて大きく育てるのがよいと思います。

を貯蓄していました。

明るい事務所に

事務所の面積がそれほど広くないので、入り口からの見通しを良くし、依

69

頼者が圧迫感を覚えないように工夫するとともに、内装も明るめの木目とラ

イトグリーンを基調として、重苦しくならないようにしました。

レイアウトに関しては、大ざっぱなイメージ（①入り口からの見通しを良

くしてほしい、②打合せスペースに力を入れてほしい、③予算）のみを複数

の内装業者に伝え、内装も含めてレイアウトしてもらい、そのうちよかった

ものを選択しました。

内装業者は、見学した際に雰囲気の良かった事務所からの紹介や、不動産

仲介業者からの紹介です。

書籍・データベースはなるべく削減しないこと

書籍は、勤務弁護士時代に購入したものを開業時にそのまま利用しました。

開業後も買いそろえています。

判例検索は、もともと取引があり新規開業者へのキャンペーンで低額だっ

判例検索データベースや書籍等、法律知識に関するものについては、私た

ちにとっては材料の仕入れと同じですので、その部分を削減しようとするべ

きではないと思います。特にデータベースは、数多くの法律事務所が導入し

ていますので、これを導入しないことは不利益しかないと思います。
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◆即独、地方での開業、個人経営、共同経営等、様々な事例を紹介！ 自分に合った独立方法が見つかる！

◆開業資金、仕事のルート、経費、業務処理等、若手弁護士のリアルな独立がわかる！

◆顧問契約、ブログ・ソーシャルメディアの活用等、気になるあの話もコラムで掲載！
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独立弁護士の リアル がわかる
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ブログの効用

記録」というブログを書き続けています。文字通り、個人的な受験勉強の記

録として書き、司法試験受験生の知り合いでもできたらいいな、という気持

ちで始めたものです。その後、法科大学院に入学したり、司法試験に合格し

たりと、タイトルを変更しようかなというタイミングはありましたが、今も

同じタイトルで続けています。

弁護士になってからも、ブログをやめる気は全くなかったのですが、どう

いう形で続けるかは少し悩みました。今まで通り「mico」 という匿名で書

き続けるか、あるいはホームページ代わりに本名と事務所名、連絡先を明か

して書き続けるか。結局、後者を選んだのですが、正解だったと思っていま

す。

ブログを見て相談に来たという方は今のところいらっしゃいませんが、法

テラスから私を紹介されて、ネットで調べた結果ブログにヒットし、「ブロ

グを見ました」とおっしゃる方はたくさんいらっしゃいます。事前に私の人

となりを少しでも御存じだからか、安心して来ました等のお声を頂くことも

多いです。また、実際に委任関係を結んだ後にご覧いただくお客様も多く、

一気に距離が縮まって信頼関係を築きやすいというメリットもあります。

たない頃、某大手新聞社の地方版の記者から「ブログを拝見しました」と連

絡があって取材を受け、写真入りで大きく掲載していただいたことがありま

す。新聞の力は大きく、連絡先は載せていなかったにもかかわらず、「新聞

を見ました」という方からたくさんご連絡いただき、仕事にも結び付きまし

た。

もともとは実名を明かすことを予定していなかったブログなので、過去の

ことなど包み隠さずいろいろ書いてありますが、あえてそれらもそのまま残

顧問獲得のすすめ

「弁護士として独立するにあたり、顧問先がどのくらいあればよいか」と

いうことは、しばしば話題になると思います。顧問先があれば毎月固定収入

があることになるので、事務所経営の安定につながります。しかし、いわゆ

るイソ弁が顧問先を獲得していくことは現実的にはなかなか難しいでしょう

から、独立時に顧問先がたくさんあるということはレアケースだと思います。

私も独立時の顧問先はありませんでした。

どうすれば顧問契約ができるかということについて一概には言えないで

しょうが、基本は「着実な仕事をする」ということに尽きると思います。普

通、いきなり「先生に顧問をお願いしたい！」などと言ってくる企業はそれ

ほど多くありません（もちろん、あることはあるのですが非弁業者の場合も

あるため、安易に顧問契約を結ぶ前に一旦立ち止まることは必要と思います）。

よくあるのは、事件の依頼があり、それが上手く解決した後に企業側から

「顧問契約をしてもらえないですか」と尋ねられるパターンです。事件を通

じて弁護士がそばにいた方が安心だということに、初めて実感として気付く

ことが多いようです。

ちなみに、私は IT法務を扱うことが多いことから、顧問先には IT 関連企

業もあるのですが、建築業者や運送業者、金融商品取扱業者等、IT とそれ

ほど関わりのない企業もあります。

顧問先とのコミュニケーションは、メールか電話が多く、直接出向いてお

会いするというケースは顧問業務の中ではあまりありません（実際に事件化

している場合は別です）。

心掛けているのは「迅速な情報提供」です。すぐに意見が欲しいからこそ

の顧問契約でしょうから、それに応じることが顧問として果たすべき役割と

考えています。

（清水　陽平）

ソーシャルメディアの活用

現在、スマートフォン等のデバイスの普及に伴い、世の中に数多くのソー

シャルメディアが浸透しています。代表的なものとしてはブログや Twitter、

Facebook 等を挙げる ことができるでしょう。弁護士でも個人（または事

務所）ブログ掲載による情報発信、その他 Twitter や Facebook を活用し

ている方が多くいらっしゃいます。

このように、ソーシャルメディアを活用する弁護士が数多くいる背景には、

活用するだけのメリットがあるからだと考えられます。まず、何気ない日々

の生活をつぶやくことで、弁護士に対して世間一般の方々が抱いているイ

メージ、たとえば「堅苦しそうである」といったイメージを良い意味で壊す

とともに、弁護士個人の個性を感じてもらうことで弁護士を身近な存在であ

ると思っていただける点が挙げられるでしょう。また、一部には日常業務の

ガス抜きのため愚痴や怒りをぶつける方も見かけます。自己の見解や立場、

専門（得意）分野を世間に手軽に発信することができる点もメリットとして

挙げられ、ソーシャルメディアをマーケティング手段の一つとして活用でき

るものと思います。

他方で、ソーシャルメディアを使うデメリットもあります。それは、弁護

士としてソーシャルメディアを活用する場合、不特定多数の人へと情報が届

く可能性がある以上、守秘義務違反や発言内容によってはいわゆる「炎上」

してしまうことも有り得、そうすると弁護士としての評判、品位を低下させ

る事態を招くことにもなります。特に、弁護士は依頼者との信頼関係が重要

であり、個々の案件について依頼者との間で守秘義務を負っていますが、守

秘義務に反すると関係者が感じるおそれのある事件に関する発言には、細心

の注意を払わなければなりません。また、ソーシャルメディアでの発言が事

件相手方との関係でも、無用な紛争の発展を招くことのないように公開範囲

の設定などに留意する必要があります。
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